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 7月27日に中国本土の代表的な株価指数である上海総合指数は8.48％下落し、8年ぶりの下げ幅を
記録しました。7月上旬の急落から先週にかけては中国政府が主導した相次いだ株価対策もあり、株
式市場はやや落ち着きを取り戻した状況にありましたが、昨日の急落は投資家がまだ市場に対して
不安心理を抱いていることを浮き彫りにしました。 

 昨日の急落の背景としては、①同日に発表された6月の工業企業利益が前年同月比▲0.3％（5月は
+0.6％）とマイナスに転じ景気減速懸念が深まっていること、②7月24日に発表された7月の中国製
造業業況指数（PMI）速報値が48.2と低水準にとどまったこと、③一部メディアで国家による株価買
い支え資金が撤退を始めたとの報道が流れたこと、④7月上旬の急落後からの直近までの株価上昇
ペースが速過ぎたこともあり、利益確定の売りが膨らんだ、といった点があげられます。 

 7月上旬の急落後に中国当局が実施した株価対策はある程度は効果を示したとも言えますが、その
一方で昨日の急落は人為的に株価の下落を抑えようとしても限界があることを端的に示したとも言
えます。 

 

《中国株価の急落について》 

《今後の見通しについて》 

 中国本土の株式市場は基本的に国内投資家の市場であり、中国株急落が直ちに国際金融システム
の危機につながる可能性は低いと考えられます。しかし、投資家のセンチメントとしてはリスクを
回避する志向が当面は強くなるものと思われます。 

 短期間で急激な乱高下を経験した中国株式市場が、再び落ち着きを取り戻すには相応の時間が必
要になってくるでしょう。昨日の急落によって一連の株価対策では市場をコントロールできないこ
とが明らかになったため、中国当局としても抜本的な対策を打たざるを得なくなりました。投資家
が中国株式市場に対し不安心理を抱くのは実体経済とのかい離が著しいためと考えられます。中国
政府は今年の目標である7%前後の成長に向けて財政・金融政策を総動員してくると見込まれており、
最近発表された不冴えな景気指標に対して着実な対策を打ち、実体経済に対する安心感が生まれて
くれば、投資家のリスク指向も回復し株式市場も次第に落ち着きを取り戻すとみています。当社に
おきましても引き続き動向を注視してまいります。 
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